
JP WO2017/130266 A1 2017.8.3

(57)【要約】
　カプセル内視鏡は、第１のセンサと、第２のセンサと
、情報生成部と、信号生成部と、撮像部とを有する。前
記情報生成部は、第１の指示情報および第２の指示情報
に基づいて第３の指示情報を生成する。前記第１の指示
情報は、前記第１のセンサによって生成される第１のデ
ータを解析した結果である。前記第２の指示情報は、前
記第２のセンサによって生成される第２のデータを解析
した結果である。前記信号生成部は、前記第３の指示情
報に基づいて撮像同期信号を生成する。前記撮像部は、
前記撮像同期信号に基づいて撮像を行い、かつ画像を取
得する。前記情報生成部は、少なくとも３つの指示情報
の組み合わせに基づいて前記第３の指示情報を生成する
。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１のデータを生成する第１のセンサと、
　前記第１のデータと異なる第２のデータを生成する第２のセンサと、
　第１の指示情報および第２の指示情報に基づいて第３の指示情報を生成し、前記第１の
指示情報は、前記第１のデータを解析した結果であり、前記第２の指示情報は、前記第２
のデータを解析した結果である情報生成部と、
　前記第３の指示情報に基づいて撮像同期信号を生成する信号生成部と、
　前記撮像同期信号に基づいて撮像を行い、かつ画像を取得する撮像部と、
　を有し、
　前記第１の指示情報の更新間隔は前記第２の指示情報の更新間隔以下であり、
　前記情報生成部は、少なくとも３つの指示情報の組み合わせに基づいて前記第３の指示
情報を生成し、
　前記少なくとも３つの前記指示情報は、第１の時点における前記第１の指示情報と前記
第２の指示情報との少なくとも１つを含み、かつ第２の時点における前記第１の指示情報
と前記第２の指示情報と前記第３の指示情報との少なくとも１つを含み、前記第２の時点
は、前記第１の時点よりも前である
　カプセル内視鏡。
【請求項２】
　前記第２のセンサは前記撮像部であり、前記第２のデータは前記画像である
　請求項１に記載のカプセル内視鏡。
【請求項３】
　前記情報生成部は、前記第２の指示情報の生成が行われるまで、前記第１の指示情報に
かかわらず前記第３の指示情報を維持する
　請求項１または請求項２に記載のカプセル内視鏡。
【請求項４】
　前記情報生成部は、状態情報に基づいて前記第３の指示情報を生成し、
　前記状態情報において、前記第１の時点における前記第１の指示情報および前記第２の
指示情報と、前記第２の時点における前記第１の指示情報および前記第２の指示情報と、
前記第３の指示情報とが関連付けられ、
　前記状態情報において、撮像頻度が相対的に低くなる前記第３の指示情報の数は、撮像
頻度が相対的に高くなる前記第３の指示情報の数よりも多い
　請求項１から請求項３のいずれか一項に記載のカプセル内視鏡。
【請求項５】
　前記情報生成部は、状態情報に基づいて前記第３の指示情報を生成し、
　前記状態情報において、前記第１の時点における前記第１の指示情報および前記第２の
指示情報と、前記第２の時点における前記第１の指示情報および前記第２の指示情報と、
前記第３の指示情報とが関連付けられ、
　前記状態情報において、撮像頻度が相対的に高くなる前記第３の指示情報の数は、撮像
頻度が相対的に低くなる前記第３の指示情報の数よりも多い
　請求項１から請求項３のいずれか一項に記載のカプセル内視鏡。
【請求項６】
　前記第１の指示情報と前記第２の指示情報との少なくとも１つは、３つ以上の値のいず
れか１つを示し、前記第３の指示情報は、３つ以上の値のいずれか１つを示す
　請求項１から請求項５のいずれか一項に記載のカプセル内視鏡。
【請求項７】
　カウント値が基準値から増加または減少するカウンタをさらに有し、
　前記第１の指示情報が更新される毎に前記第３の指示情報に基づいて前記カウント値が
算出され、
　前記撮像同期信号が生成されたとき、前記カウント値は前記基準値になり、
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　前記カウント値が前記基準値から増加することにより前記カウント値が所定値以上にな
ったとき、または前記カウント値が前記基準値から減少することにより前記カウント値が
前記所定値以下になったとき、前記信号生成部は前記撮像同期信号を生成する
　請求項１から請求項６のいずれか一項に記載のカプセル内視鏡。
【請求項８】
　無線通信装置と無線通信を行う通信部をさらに有し、
　前記通信部は、前記第１のデータと前記第２のデータとの少なくとも１つを前記無線通
信装置に送信し、
　前記通信部は、前記第１の指示情報と前記第２の指示情報との少なくとも１つを前記無
線通信装置から受信する
　請求項１から請求項７のいずれか一項に記載のカプセル内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、カプセル内視鏡に関する。
【背景技術】
【０００２】
　カプセル内視鏡が被験者の臓器内を通過しているとき、カプセル内視鏡は人体に対して
相対的に移動している。この移動速度が速い場合、カプセル内視鏡は、被検体の撮り逃し
を低減するために撮像のフレームレートを上げることが望ましい。また、人体に対してカ
プセル内視鏡が相対的に静止しているとき、カプセル内視鏡は、消費電力を低減するため
に撮像のフレームレートを下げることが望ましい。
【０００３】
　特許文献１に開示されたシステムは、カプセルの動きを検出するセンサの出力に基づい
て撮像のフレームレートを決定する。このシステムは、カプセルから出力された２枚の画
像の比較結果に基づいて撮像のフレームレートを決定することも可能である。カプセルの
外部のブロックがフレームレートを決定し、かつ決定されたフレームレートをカプセルに
指示する。
【０００４】
　特許文献２に開示されたシステムは、２つの加速度センサを有する。カプセル内視鏡に
設けられた加速度センサは、カプセル内視鏡の加速度を検出する。受信装置に設けられた
加速度センサは、カプセル内視鏡が入れられた人体の加速度を検出する。特許文献２に開
示されたシステムは、２つの加速度センサの出力に基づいて、人体に対するカプセル内視
鏡の相対的な動きを検出する。特許文献２に開示されたシステムにおいてカプセル内視鏡
と受信装置との少なくとも１つは、検出された動きに基づいて撮像のフレームレートを決
定する決定手段を有する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】米国特許第６７０９３８７号明細書
【特許文献２】日本国特開２００９－１９５２７１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　カプセル内視鏡システムは、カプセル内視鏡に設けられた動きセンサの出力に基づいて
撮像タイミングを決定することにより、カプセル内視鏡の動きに即座に対応することがで
きる。しかし、人体に対してカプセル内視鏡が動かず、かつ人体が動いた場合、カプセル
内視鏡システムは、カプセル内視鏡の動きを誤って検出する。このため、撮像タイミング
が正確に決定されない場合がある。一方、カプセル内視鏡システムは、カプセル内視鏡で
取得された２枚の画像の比較結果に基づいてカプセル内視鏡のみの動きを検出することが
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できる。しかし、フレームレートが低い場合、２枚の画像が取得されるまでの時間が比較
的長いため、カプセル内視鏡システムは、カプセル内視鏡の動きに即座に対応することが
難しい。
【０００７】
　特許文献１に開示されたシステムでは、センサの出力の解析結果と画像の解析結果とを
組み合わせて撮像タイミングを高精度に決定することが考慮されていない。特許文献２に
開示されたシステムでは、人体の加速度を検出するためのセンサがカプセル内視鏡の外部
に必要であるため、部品数が多い。
【０００８】
　本発明は、カプセル内視鏡が有するセンサで取得されたデータに基づいて撮像タイミン
グを高精度に決定することができるカプセル内視鏡を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の第１の態様によれば、カプセル内視鏡は、第１のセンサと、第２のセンサと、
情報生成部と、信号生成部と、撮像部とを有する。前記第１のセンサは、第１のデータを
生成する。前記第２のセンサは、前記第１のデータと異なる第２のデータを生成する。前
記情報生成部は、第１の指示情報および第２の指示情報に基づいて第３の指示情報を生成
する。前記第１の指示情報は、前記第１のデータを解析した結果である。前記第２の指示
情報は、前記第２のデータを解析した結果である。前記信号生成部は、前記第３の指示情
報に基づいて撮像同期信号を生成する。前記撮像部は、前記撮像同期信号に基づいて撮像
を行い、かつ画像を取得する。前記第１の指示情報の更新間隔は前記第２の指示情報の更
新間隔以下である。前記情報生成部は、少なくとも３つの指示情報の組み合わせに基づい
て前記第３の指示情報を生成する。前記少なくとも３つの前記指示情報は、第１の時点に
おける前記第１の指示情報と前記第２の指示情報との少なくとも１つを含み、かつ第２の
時点における前記第１の指示情報と前記第２の指示情報と前記第３の指示情報との少なく
とも１つを含む。前記第２の時点は、前記第１の時点よりも前である。
【００１０】
　本発明の第２の態様によれば、第１の態様において、前記第２のセンサは前記撮像部で
あり、前記第２のデータは前記画像であってもよい。
【００１１】
　本発明の第３の態様によれば、第１または第２の態様において、前記情報生成部は、前
記第２の指示情報の生成が行われるまで、前記第１の指示情報にかかわらず前記第３の指
示情報を維持してもよい。
【００１２】
　本発明の第４の態様によれば、第１から第３の態様のいずれか１つにおいて、前記情報
生成部は、状態情報に基づいて前記第３の指示情報を生成してもよい。前記状態情報にお
いて、前記第１の時点における前記第１の指示情報および前記第２の指示情報と、前記第
２の時点における前記第１の指示情報および前記第２の指示情報と、前記第３の指示情報
とが関連付けられてもよい。前記状態情報において、撮像頻度が相対的に低くなる前記第
３の指示情報の数は、撮像頻度が相対的に高くなる前記第３の指示情報の数よりも多くて
もよい。
【００１３】
　本発明の第５の態様によれば、第１から第３の態様のいずれか１つの態様において、前
記情報生成部は、状態情報に基づいて前記第３の指示情報を生成してもよい。前記状態情
報において、前記第１の時点における前記第１の指示情報および前記第２の指示情報と、
前記第２の時点における前記第１の指示情報および前記第２の指示情報と、前記第３の指
示情報とが関連付けられてもよい。前記状態情報において、撮像頻度が相対的に高くなる
前記第３の指示情報の数は、撮像頻度が相対的に低くなる前記第３の指示情報の数よりも
多くてもよい。
【００１４】
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　本発明の第６の態様によれば、第１から第５の態様のいずれか１つの態様において、前
記第１の指示情報と前記第２の指示情報との少なくとも１つは、３つ以上の値のいずれか
１つを示してもよい。前記第３の指示情報は、３つ以上の値のいずれか１つを示してもよ
い。
【００１５】
　本発明の第７の態様によれば、第１から第６の態様のいずれか１つの態様において、前
記カプセル内視鏡は、カウント値が基準値から増加または減少するカウンタをさらに有し
てもよい。前記第１の指示情報が更新される毎に前記第３の指示情報に基づいて前記カウ
ント値が算出されてもよい。前記撮像同期信号が生成されたとき、前記カウント値は前記
基準値になってもよい。前記カウント値が前記基準値から増加することにより前記カウン
ト値が所定値以上になったとき、または前記カウント値が前記基準値から減少することに
より前記カウント値が前記所定値以下になったとき、前記信号生成部は前記撮像同期信号
を生成してもよい。
【００１６】
　本発明の第８の態様によれば、第１から第７の態様のいずれか１つの態様において、前
記カプセル内視鏡は、無線通信装置と無線通信を行う通信部をさらに有してもよい。前記
通信部は、前記第１のデータと前記第２のデータとの少なくとも１つを前記無線通信装置
に送信してもよい。前記通信部は、前記第１の指示情報と前記第２の指示情報との少なく
とも１つを前記無線通信装置から受信してもよい。
【発明の効果】
【００１７】
　上記の各態様によれば、情報生成部は、第１の指示情報および第２の指示情報に基づい
て第３の指示情報を生成し、かつ信号生成部は、第３の指示情報に基づいて撮像同期信号
を生成する。これによって、カプセル内視鏡は、カプセル内視鏡が有するセンサで取得さ
れたデータに基づいて撮像タイミングを高精度に決定することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明の第１の実施形態のカプセル内視鏡の構成を示すブロック図である。
【図２】本発明の第１の実施形態のカプセル内視鏡の第１の動作における状態情報を示す
表である。
【図３】本発明の第１の実施形態のカプセル内視鏡の第１の動作を示すタイミングチャー
トである。
【図４】本発明の第１の実施形態のカプセル内視鏡の第２の動作における状態情報を示す
表である。
【図５】本発明の第１の実施形態のカプセル内視鏡の第２の動作を示すタイミングチャー
トである。
【図６】本発明の第１の実施形態のカプセル内視鏡の第３の動作における状態情報を示す
表である。
【図７】本発明の第１の実施形態のカプセル内視鏡の第４の動作における状態情報を示す
表である。
【図８】本発明の第１の実施形態のカプセル内視鏡の第４の動作を示すタイミングチャー
トである。
【図９】本発明の第１の実施形態のカプセル内視鏡の第５の動作を示すタイミングチャー
トである。
【図１０】本発明の第１の実施形態のカプセル内視鏡の第６の動作における状態情報を示
す表である。
【図１１】本発明の第１の実施形態のカプセル内視鏡の第６の動作を示すタイミングチャ
ートである。
【図１２】本発明の第１の実施形態の変形例のカプセル内視鏡の構成を示すブロック図で
ある。
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【図１３】本発明の第１の実施形態の変形例のカプセル内視鏡における状態情報を示す表
である。
【図１４】本発明の第１の実施形態の変形例のカプセル内視鏡の動作を示すタイミングチ
ャートである。
【図１５】本発明の第２の実施形態のカプセル内視鏡システムの構成を示すブロック図で
ある。
【図１６】本発明の第２の実施形態の変形例のカプセル内視鏡システムの構成を示すブロ
ック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　図面を参照し、本発明の実施形態を説明する。
【００２０】
　（第１の実施形態）
　図１は、本発明の第１の実施形態のカプセル内視鏡１０の構成を示している。図１に示
すように、カプセル内視鏡１０は、センサ１００と、第１の解析部１０１と、第２の解析
部１０２と、情報生成部１０３と、信号生成部１０４と、撮像部１０５とを有する。図１
に示す各構成は、ハードウェアである。
【００２１】
　センサ１００（第１のセンサ）は、第１のデータを生成する。撮像部１０５（第２のセ
ンサ）は、第１のデータと異なる第２のデータを生成する。情報生成部１０３は、第１の
指示情報および第２の指示情報に基づいて第３の指示情報を生成する。第１の指示情報は
、第１のデータを解析した結果である。第２の指示情報は、第２のデータを解析した結果
である。信号生成部１０４は、第３の指示情報に基づいて撮像同期信号を生成する。撮像
部１０５は、撮像同期信号に基づいて撮像を行い、かつ画像を取得する。第１の指示情報
の更新間隔は第２の指示情報の更新間隔以下である。情報生成部１０３は、少なくとも３
つの指示情報の組み合わせに基づいて第３の指示情報を生成する。少なくとも３つの指示
情報は、第１の時点における第１の指示情報と第２の指示情報との少なくとも１つを含み
、かつ第２の時点における第１の指示情報と第２の指示情報と第３の指示情報との少なく
とも１つを含む。第２の時点は、第１の時点よりも前である。
【００２２】
　図１に示す各構成の詳細を説明する。センサ１００は、物理量を第１の時間の間隔で周
期的に検出し、かつ検出された物理量を示す第１のデータを生成する。センサ１００が第
１のデータを生成する周期は、第１の時間と同一である。例えば、センサ１００は、動き
センサである。センサ１００は、カプセル内視鏡１０の動きを第１の時間の間隔で周期的
に検出し、かつ検出されたカプセル内視鏡１０の動きを示す第１のデータを生成する。例
えば、センサ１００は、加速度センサ、速度センサ、磁気センサ、および角速度センサの
少なくとも１つである。したがって、センサ１００は、加速度、速度、角速度、および磁
気の少なくとも１つのデータを取得することが可能である。センサ１００は、第１のデー
タを第１の解析部１０１に出力する。
【００２３】
　センサ１００が加速度センサである場合、第１のデータは加速度データである。加速度
データは、カプセル内視鏡１０の加速度の測定結果である。
【００２４】
　センサ１００が速度センサである場合、第１のデータは速度データである。速度データ
は、カプセル内視鏡１０の速度の測定結果である。
【００２５】
　速度データが示す速度を積分することによって位置データを得てもよい。複数の時刻に
おける位置データの変化量からカプセル内視鏡１０の動きを検出することが可能である。
【００２６】
　センサ１００が磁気センサである場合、第１のデータは磁気データである。磁気データ
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は地磁気の測定結果である。３次元方向に測定可能な磁気センサを用いることによって、
カプセル内視鏡１０の姿勢を検出することが可能である。したがって、複数の時刻におけ
る磁気データの変化量からカプセル内視鏡１０の動きを検出することが可能である。
【００２７】
　センサ１００が角速度センサである場合、第１のデータは角速度データである。角速度
データは、カプセル内視鏡１０の角速度の測定結果である。
【００２８】
　第１の解析部１０１（第１のアナライザ）は、１つまたは複数のプロセッサで構成され
ている。プロセッサは、ＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）、
特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、およびＦＰＧＡ（Ｆｉｅｌｄ－Ｐｒｏｇｒａｍｍａ
ｂｌｅ　Ｇａｔｅ　Ａｒｒａｙ）等を含む。第１の解析部１０１は、第１のデータを解析
し、かつ解析結果を示す第１の指示情報を生成する。第１の解析部１０１は、第１の指示
情報を情報生成部１０３に出力する。
【００２９】
　例えば、第１の解析部１０１は、第１のデータと所定の閾値とを比較する、または複数
の時刻における第１のデータの変化量と所定の閾値とを比較する。第１のデータが加速度
データである場合、第１の解析部１０１は、加速度データに基づいて速度データまたは位
置データを算出してもよい。第１の指示情報は、上記の比較の結果である。
【００３０】
　センサ１００は、カプセル内視鏡１０の動きを第２の時間の間隔で周期的に検出しても
よい。第２の時間は第１の時間以下である。第１の解析部１０１は、センサ１００によっ
て検出された動きを解析し、かつその動きに基づく第１のデータを第１の時間の間隔で周
期的に生成してもよい。
【００３１】
　第２の解析部１０２（第２のアナライザ）は、１つまたは複数のプロセッサで構成され
ている。第２の解析部１０２は、第２のデータを解析し、かつ解析結果を示す第２の指示
情報を生成する。第２の解析部１０２は、第２の指示情報を情報生成部１０３に出力する
。カプセル内視鏡１０は、２つのセンサを含む。第１のセンサは、センサ１００であり、
かつ第２のセンサは撮像部１０５である。第２のデータは、撮像部１０５によって取得さ
れた画像である。
【００３２】
　情報生成部１０３（情報生成回路）は、１つまたは複数のプロセッサで構成されている
。情報生成部１０３は、２つの異なる時点における指示情報の組み合わせに基づいて第３
の指示情報を生成する。例えば、情報生成部１０３は、第３の指示情報を第１の時間の間
隔で周期的に生成する。つまり、情報生成部１０３は、第１の指示情報が更新される周期
で第３の指示情報を生成する。以下では、第１の時点は、現在の時点である。具体的には
、現在の時点は、直前に第３の指示情報が生成された時点から第１の時間が経過する前の
時点である。以下では、第２の時点は、過去の時点である。具体的には、過去の時点は、
直前に第３の指示情報が生成された時点である。つまり、過去の時点は、第３の指示情報
が生成される予定の時点から第１の時間だけ前の時点である。
【００３３】
　情報生成部１０３は、メモリ１０６を有する。メモリ１０６は、不揮発性の記録媒体で
ある。メモリ１０６は、２つの異なる時点における指示情報の組み合わせと第３の指示情
報とが関連付けられた状態情報を記憶する。また、メモリ１０６は、過去の指示情報を記
憶する。メモリ１０６は、情報生成部１０３の内部に設けられている。メモリ１０６は、
情報生成部１０３から独立していてもよい。
【００３４】
　信号生成部１０４（信号生成回路）は、デジタル信号処理回路である。信号生成部１０
４は、１つまたは複数のプロセッサで構成されてもよい。例えば、信号生成部１０４は、
第３の指示情報を第１の時間の間隔で周期的に参照し、かつ第３の指示情報に基づいて撮
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像同期信号を生成する。第１の解析部１０１と第２の解析部１０２と情報生成部１０３と
信号生成部１０４との少なくとも２つが１つのハードウェアとして構成されてもよい。
【００３５】
　撮像部１０５は、撮像素子（イメージセンサ）である。撮像部１０５は、撮像同期信号
に基づく撮像タイミングで撮像を行い、かつ画像（画像データ）を取得する。撮像部１０
５によって撮像される被検体は、人体内の臓器である。撮像部１０５によって取得された
画像は、体外の受信装置に無線で送信されてもよい。
【００３６】
　例えば、第１の解析部１０１、第２の解析部１０２、情報生成部１０３、および信号生
成部１０４の機能は、これらの動作を規定する命令を含むプログラムを、カプセル内視鏡
１０のコンピュータが読み込んで実行することにより、ソフトウェアの機能として実現可
能である。このプログラムは、例えばフラッシュメモリのような「コンピュータ読み取り
可能な記録媒体」により提供されてもよい。また、上述したプログラムは、このプログラ
ムが保存された記憶装置等を有するコンピュータから、伝送媒体を介して、あるいは伝送
媒体中の伝送波によりカプセル内視鏡１０に伝送されてもよい。プログラムを伝送する「
伝送媒体」は、インターネット等のネットワーク（通信網）や電話回線等の通信回線（通
信線）のように、情報を伝送する機能を有する媒体である。また、上述したプログラムは
、前述した機能の一部を実現してもよい。さらに、上述したプログラムは、前述した機能
をコンピュータに既に記録されているプログラムとの組合せで実現できる差分ファイル（
差分プログラム）であってもよい。
【００３７】
　（第１の動作）
　第１の動作において、情報生成部１０３は、現在の第１の指示情報と、現在の第２の指
示情報と、過去の第１の指示情報とに基づいて第３の指示情報を生成する。図２は、第１
の動作における状態情報を示している。図２において、状態情報が表として示されている
。現在の第１の指示情報および第２の指示情報の状態と、過去の第１の指示情報の状態と
、第３の指示情報の状態とが関連付けられている。各指示情報は、２つの値のいずれか１
つを示す。２つの値は、“撮像”および“停止”である。“撮像”は、撮像部１０５に対
する撮像指示を示す。つまり、“撮像”は、撮像頻度が相対的に高い状態を示す。“停止
” は、撮像部１０５に対する撮像の停止指示を示す。つまり、“停止”は、撮像頻度が
相対的に低い状態を示す。
【００３８】
　第１のデータから検出されるカプセル内視鏡１０の動きが相対的に大きい場合、第１の
指示情報は“撮像”である。第１のデータから検出されるカプセル内視鏡１０の動きが相
対的に小さい場合、第２の指示情報は“停止”である。第２のデータすなわち画像から検
出されるカプセル内視鏡１０の動きが相対的に大きい場合、第２の指示情報は“撮像”で
ある。第２のデータすなわち画像から検出されるカプセル内視鏡１０の動きが相対的に小
さい場合、第２の指示情報は“停止”である。
【００３９】
　現在の第１の指示情報および第２の指示情報の状態は、“／”で区切られている。“／
”の左側が第１の指示情報の状態であり、かつ“／”の右側が第２の指示情報の状態であ
る。例えば、“停止／撮像”は、第１の指示情報が“停止”であり、かつ第２の指示情報
が“撮像”であることを示す。現在の第１の指示情報および第２の指示情報の状態と、そ
れに対応する第３の指示情報とは、同一の行に記載されている。過去の第１の指示情報の
状態と、それに対応する第３の指示情報とは、同一の列に記載されている。例えば、現在
の第１の指示情報および第２の指示情報が“停止／撮像”であり、かつ過去の第１の指示
情報が“停止”である場合、情報生成部１０３によって生成される第３の指示情報は“停
止”である。
【００４０】
　現在の第１の指示情報が“停止”である場合、センサ１００によって検出される動きが
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小さい。つまり、カプセル内視鏡１０は停止している可能性が高い。この場合、第３の指
示情報は“停止”に設定される。現在の第１の指示情報が“停止”であり、かつ現在の第
２の指示情報が“撮像”である場合、カプセル内視鏡１０が停止する前の画像から大きな
動きが検出された可能性がある。
【００４１】
　現在の第１の指示情報が“撮像”であり、かつ現在の第２の指示情報が“停止”であり
、かつ過去の第１の指示情報が“停止”である場合、センサ１００によって検出される動
きが大幅に増加する。この場合、停止していたカプセル内視鏡１０が移動を開始した可能
性がある。したがって、被検体の撮り逃しを低減するために第３の指示情報は“撮像”に
設定される。
【００４２】
　現在の第１の指示情報が“撮像”であり、かつ現在の第２の指示情報が“停止”であり
、かつ過去の第１の指示情報が“撮像”である場合、センサ１００によって検出される動
きが大きく、かつ画像から検出される動きが小さい。この場合、カプセル内視鏡１０は人
体に対して停止し、かつ人体が動いている可能性がある。したがって、無駄な撮像を抑制
するために第３の指示情報は“停止”に設定される。
【００４３】
　現在の第１の指示情報および第２の指示情報が“撮像”である場合、センサ１００によ
って検出される動きと画像から検出される動きとの両方が大きい。つまり、カプセル内視
鏡１０は移動している可能性が高い。この場合、第３の指示情報は“撮像”に設定される
。
【００４４】
　第１の動作において、現在の第１の指示情報および第２の指示情報が相対的に低い撮像
頻度（“停止”）を示す場合、第３の指示情報は相対的に低い撮像頻度（“停止”）を示
す。現在の第１の指示情報が相対的に低い撮像頻度（“停止”）を示し、かつ現在の第２
の指示情報が相対的に高い撮像頻度（“撮像”）を示す場合、第３の指示情報は相対的に
低い撮像頻度（“停止”）を示す。現在の第１の指示情報が相対的に高い撮像頻度（“撮
像”）を示し、かつ現在の第２の指示情報が相対的に低い撮像頻度（“停止”）を示す場
合、第３の指示情報は過去の第１の指示情報に基づく。現在の第１の指示情報が相対的に
高い撮像頻度（“撮像”）を示し、かつ現在の第２の指示情報が相対的に低い撮像頻度（
“停止”）を示し、かつ過去の第１の指示情報が相対的に低い撮像頻度（“停止”）を示
す場合、第３の指示情報は相対的に高い撮像頻度（“撮像”）を示す。現在の第１の指示
情報が相対的に高い撮像頻度（“撮像”）を示し、かつ現在の第２の指示情報が相対的に
低い撮像頻度（“停止”）を示し、かつ過去の第１の指示情報が相対的に高い撮像頻度（
“撮像”）を示す場合、第３の指示情報は相対的に低い撮像頻度（“停止”）を示す。現
在の第１の指示情報および第２の指示情報が相対的に高い撮像頻度（“撮像”）を示す場
合、第３の指示情報は相対的に高い撮像頻度（“撮像”）を示す。
【００４５】
　図３は、カプセル内視鏡１０の第１の動作を示している。図３において、第１の指示情
報の状態と、第２の指示情報の状態と、第３の指示情報の状態と、撮像同期信号の波形と
が示されている。撮像同期信号に関して、図３の縦方向は電圧を示している。図３の右方
向に時間が進む。
【００４６】
　第１の指示情報は、第１の時間Ｔ１の間隔で更新される。更新された第１の指示情報が
、更新される前の第１の指示情報と同一になる場合がある。図３に示す第１の指示情報が
区切られている位置は、第１の指示情報が新たに生成されることにより第１の指示情報が
更新される時点を示す。
【００４７】
　撮像同期信号は、ハイレベルとローレベルとを有する。撮像同期信号がハイレベルであ
るとき、撮像同期信号は有効である。撮像同期信号がローレベルであるとき、撮像同期信
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号は無効である。撮像部１０５は、撮像同期信号が有効であるとき、撮像を行う。撮像同
期信号がローレベルであるとき、撮像同期信号が有効であり、かつ撮像同期信号がハイレ
ベルであるとき、撮像同期信号が無効であってもよい。
【００４８】
　第２の指示情報は、撮像部１０５によって撮像が行われた後に更新される。つまり、第
２の指示情報は、ハイレベルの撮像同期信号が生成された後に更新される。更新された第
２の指示情報が、更新される前の第２の指示情報と同一になる場合がある。図３に示す第
２の指示情報が区切られている位置は、第２の指示情報が新たに生成されることにより第
２の指示情報が更新される時点を示す。第２の指示情報は、第１の時間Ｔ１以上の間隔で
更新される。つまり、第２の指示情報の更新頻度は、第１の指示情報の更新頻度以下であ
る。
【００４９】
　第３の指示情報は、第１の時間Ｔ１の間隔で更新される。更新された第３の指示情報が
、更新される前の第３の指示情報と同一になる場合がある。図３に示す第３の指示情報が
区切られている位置は、第３の指示情報が新たに生成されることにより第３の指示情報が
更新される時点を示す。
【００５０】
　タイミングｔ１０１において、第１の指示情報と第２の指示情報と第３の指示情報とは
“停止”であり、かつ撮像同期信号は無効である。
【００５１】
　タイミングｔ１０１の後、第１の指示情報は“撮像”に変化する。このとき、現在の第
１の指示情報および第２の指示情報は“撮像／停止”であり、かつ過去の第１の指示情報
は“停止”である。この場合、停止していたカプセル内視鏡１０が移動を開始した可能性
がある。このため、情報生成部１０３は、第３の指示情報を“撮像”に設定する。タイミ
ングｔ１０２において、信号生成部１０４は、有効な撮像同期信号を生成する。これによ
って、被検体の撮り逃しが抑制される。
【００５２】
　タイミングｔ１０２の後、第２の指示情報は“撮像”に変化する。このとき、現在の第
１の指示情報および第２の指示情報は“撮像／撮像”であり、かつ過去の第１の指示情報
は“撮像”である。このため、情報生成部１０３は、第３の指示情報を“撮像”に設定す
る。タイミングｔ１０３において、信号生成部１０４は、有効な撮像同期信号を生成する
。
【００５３】
　タイミングｔ１０４において、各指示情報は、タイミングｔ１０３における各指示情報
と同一である。タイミングｔ１０４において、信号生成部１０４は、有効な撮像同期信号
を生成する。
【００５４】
　タイミングｔ１０４の後、第１の指示情報は“停止”に変化する。このとき、現在の第
１の指示情報および第２の指示情報は“停止／撮像”であり、かつ過去の第１の指示情報
は“撮像”である。この場合、移動していたカプセル内視鏡１０が移動を終了した可能性
がある。このため、情報生成部１０３は、第３の指示情報を“停止”に設定する。タイミ
ングｔ１０５において、撮像同期信号は無効である。これによって、無駄な撮像が抑制さ
れる。
【００５５】
　タイミングｔ１０６において、各指示情報は、タイミングｔ１０５における各指示情報
と同一である。タイミングｔ１０６において、撮像同期信号は無効である。
【００５６】
　タイミングｔ１０７、タイミングｔ１０８、およびタイミングｔ１０９において、現在
の第１の指示情報および第２の指示情報は“撮像／撮像”である。これらのタイミングに
おいて、第３の指示情報は“撮像”である。これらのタイミングにおいて、信号生成部１
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０４は、有効な撮像同期信号を生成する。
【００５７】
　タイミングｔ１０９の後、第２の指示情報が“停止”に変化する。このとき、現在の第
１の指示情報および第２の指示情報は“撮像／停止”であり、かつ過去の第１の指示情報
は“撮像”である。この場合、カプセル内視鏡１０は人体に対して停止し、かつ人体が動
いている可能性がある。このため、情報生成部１０３は、第３の指示情報を“停止”に設
定する。タイミングｔ１１０において、撮像同期信号は無効である。これによって、無駄
な撮像が抑制される。
【００５８】
　タイミングｔ１１１において、各指示情報は、タイミングｔ１１０における各指示情報
と同一である。タイミングｔ１１１において、撮像同期信号は無効である。
【００５９】
　第１の動作において、第１の指示情報が“停止”から“撮像”に変化するときに第３の
指示情報が“撮像”に設定されることにより、被検体の撮り逃しが抑制される。第１の指
示情報が連続的に“撮像”であり、かつ第２の指示情報が“停止”であるときに第３の指
示情報が“停止”に設定されることにより、無駄な撮像が抑制される。この結果、カプセ
ル内視鏡１０の消費電力が低減される。
【００６０】
　（第２の動作）
　第２の動作において、情報生成部１０３は、現在の第１の指示情報と、現在の第２の指
示情報と、過去の第２の指示情報とに基づいて第３の指示情報を生成する。図４は、第２
の動作における状態情報を示している。図４において、状態情報が表として示されている
。現在の第１の指示情報および第２の指示情報の状態と、過去の第２の指示情報の状態と
、第３の指示情報の状態とが関連付けられている。各指示情報は、２つの値のいずれか１
つを示す。２つの値は、“撮像”および“停止”である。
【００６１】
　現在の第１の指示情報および第２の指示情報の状態と、それに対応する第３の指示情報
とは、同一の行に記載されている。過去の第２の指示情報の状態と、それに対応する第３
の指示情報とは、同一の列に記載されている。例えば、現在の第１の指示情報および第２
の指示情報が“停止／撮像”であり、かつ過去の第２の指示情報が“停止”である場合、
情報生成部１０３によって生成される第３の指示情報は“停止”である。
【００６２】
　現在の第１の指示情報が“停止”である場合、センサ１００によって検出される動きが
小さい。つまり、カプセル内視鏡１０は停止している可能性が高い。この場合、第３の指
示情報は“停止”に設定される。現在の第１の指示情報が“停止”であり、かつ現在の第
２の指示情報が“撮像”である場合、カプセル内視鏡１０が停止する前の画像から大きな
動きが検出された可能性がある。
【００６３】
　現在の第１の指示情報が“撮像”であり、かつ現在の第２の指示情報が“停止”であり
、かつ過去の第２の指示情報が“停止”である場合、画像から検出される動きが小さく、
かつセンサ１００によって検出される動きが大きい。この場合、カプセル内視鏡１０は人
体に対して停止し、かつ人体が動いている可能性がある。しかし、カプセル内視鏡１０が
移動しているか否かを画像によって確認するために第３の指示情報は“撮像”に設定され
る。
【００６４】
　現在の第１の指示情報が“撮像”であり、かつ現在の第２の指示情報が“停止”であり
、かつ過去の第２の指示情報が“撮像”である場合、画像から検出される動きが大幅に減
少する。この場合、移動していたカプセル内視鏡１０が移動を終了した可能性がある。さ
らに、現在の第１の指示情報が“撮像”であるため、センサ１００によって検出される動
きが大きい。この場合、カプセル内視鏡１０は人体に対して停止し、かつ人体が動いてい
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る可能性がある。したがって、無駄な撮像を抑制するために第３の指示情報は“停止”に
設定される。
【００６５】
　現在の第１の指示情報および第２の指示情報が“撮像”である場合、センサ１００によ
って検出される動きと画像から検出される動きとの両方が大きい。つまり、カプセル内視
鏡１０は移動している可能性が高い。この場合、第３の指示情報は“撮像”に設定される
。
【００６６】
　第２の動作において、現在の第１の指示情報および第２の指示情報が相対的に低い撮像
頻度（“停止”）を示す場合、第３の指示情報は相対的に低い撮像頻度（“停止”）を示
す。現在の第１の指示情報が相対的に低い撮像頻度（“停止”）を示し、かつ現在の第２
の指示情報が相対的に高い撮像頻度（“撮像”）を示す場合、第３の指示情報は相対的に
低い撮像頻度（“停止”）を示す。現在の第１の指示情報が相対的に高い撮像頻度（“撮
像”）を示し、かつ現在の第２の指示情報が相対的に低い撮像頻度（“停止”）を示す場
合、第３の指示情報は過去の第２の指示情報に基づく。現在の第１の指示情報が相対的に
高い撮像頻度（“撮像”）を示し、かつ現在の第２の指示情報が相対的に低い撮像頻度（
“停止”）を示し、かつ過去の第２の指示情報が相対的に低い撮像頻度（“停止”）を示
す場合、第３の指示情報は相対的に高い撮像頻度（“撮像”）を示す。現在の第１の指示
情報が相対的に高い撮像頻度（“撮像”）を示し、かつ現在の第２の指示情報が相対的に
低い撮像頻度（“停止”）を示し、かつ過去の第２の指示情報が相対的に高い撮像頻度（
“撮像”）を示す場合、第３の指示情報は相対的に低い撮像頻度（“停止”）を示す。現
在の第１の指示情報および第２の指示情報が相対的に高い撮像頻度（“撮像”）を示す場
合、第３の指示情報は相対的に高い撮像頻度（“撮像”）を示す。
【００６７】
　図５は、カプセル内視鏡１０の第２の動作を示している。図５において、第１の指示情
報の状態と、第２の指示情報の状態と、第３の指示情報の状態と、撮像同期信号の波形と
が示されている。撮像同期信号に関して、図５の縦方向は電圧を示している。図５の右方
向に時間が進む。
【００６８】
　タイミングｔ２０１において、第１の指示情報と第２の指示情報と第３の指示情報とは
“停止”であり、かつ撮像同期信号は無効である。
【００６９】
　タイミングｔ２０１の後、第１の指示情報は“撮像”に変化する。このとき、現在の第
１の指示情報および第２の指示情報は“撮像／停止”であり、かつ過去の第２の指示情報
は“停止”である。この場合、停止していたカプセル内視鏡１０が移動を開始した可能性
がある。このため、情報生成部１０３は、第３の指示情報を“撮像”に設定する。タイミ
ングｔ２０２において、信号生成部１０４は、有効な撮像同期信号を生成する。これによ
って、被検体の撮り逃しが抑制される。
【００７０】
　タイミングｔ２０２の後、第２の指示情報は“撮像”に変化する。このとき、現在の第
１の指示情報および第２の指示情報は“撮像／撮像”であり、かつ過去の第２の指示情報
は“停止”である。このため、情報生成部１０３は、第３の指示情報を“撮像”に設定す
る。タイミングｔ２０３において、信号生成部１０４は、有効な撮像同期信号を生成する
。
【００７１】
　タイミングｔ２０４において、各指示情報は、タイミングｔ２０３における各指示情報
と同一である。タイミングｔ２０４において、信号生成部１０４は、有効な撮像同期信号
を生成する。
【００７２】
　タイミングｔ２０４の後、第１の指示情報は“停止”に変化する。このとき、現在の第
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１の指示情報および第２の指示情報は“停止／撮像”であり、かつ過去の第２の指示情報
は“撮像”である。この場合、移動していたカプセル内視鏡１０が移動を終了した可能性
がある。このため、情報生成部１０３は、第３の指示情報を“停止”に設定する。タイミ
ングｔ２０５において、撮像同期信号は無効である。これによって、無駄な撮像が抑制さ
れる。
【００７３】
　タイミングｔ２０６において、各指示情報は、タイミングｔ２０５における各指示情報
と同一である。タイミングｔ２０６において、撮像同期信号は無効である。
【００７４】
　タイミングｔ２０７、タイミングｔ２０８、およびタイミングｔ２０９において、現在
の第１の指示情報および第２の指示情報は“撮像／撮像”である。これらのタイミングに
おいて、第３の指示情報は“撮像”である。これらのタイミングにおいて、信号生成部１
０４は、有効な撮像同期信号を生成する。
【００７５】
　タイミングｔ２０９の後、第２の指示情報が“停止”に変化する。このとき、現在の第
１の指示情報および第２の指示情報は“撮像／停止”であり、かつ過去の第２の指示情報
は“撮像”である。この場合、カプセル内視鏡１０は人体に対して停止し、かつ人体が動
いている可能性がある。このため、情報生成部１０３は、第３の指示情報を“停止”に設
定する。タイミングｔ２１０において、撮像同期信号は無効である。これによって、無駄
な撮像が抑制される。
【００７６】
　タイミングｔ２１０の後、現在の第１の指示情報および第２の指示情報は“撮像／停止
”であり、かつ過去の第２の指示情報は“停止”である。この場合、カプセル内視鏡１０
は人体に対して停止し、かつ人体が動いている可能性がある。しかし、情報生成部１０３
は、第３の指示情報を“撮像”に設定する。タイミングｔ２１１において、信号生成部１
０４は、有効な撮像同期信号を生成する。このため、撮像部１０５によって撮像が行われ
、かつ画像が取得される。第２の解析部１０２は、この画像に基づいて、カプセル内視鏡
１０が人体に対して動いているか否かを確認することができる。
【００７７】
　第２の動作において、第２の指示情報が“撮像”から“停止”に変化するときに第３の
指示情報が“停止”に設定されることにより、無駄な撮像が抑制される。この結果、カプ
セル内視鏡１０の消費電力が低減される。第２の指示情報が連続的に“停止”であり、か
つ第１の指示情報が“撮像”であるときに第３の指示情報が“撮像”に設定されることに
より、カプセル内視鏡１０が人体に対して動いているか否かを確認するための画像が取得
される。
【００７８】
　図４に示す第１の動作と図５に示す第２の動作とでは、タイミングｔ１１１とタイミン
グｔ２１１とにおける第３の指示情報が異なる。第２の動作において、被検体の撮り逃し
の抑制が、無駄な撮像の抑制よりも優先される。
【００７９】
　（第３の動作）
　第３の動作において、情報生成部１０３は、現在の第１の指示情報と、現在の第２の指
示情報と、過去の第３の指示情報とに基づいて第３の指示情報を生成する。図６は、第３
の動作における状態情報を示している。図６において、状態情報が表として示されている
。現在の第１の指示情報および第２の指示情報の状態と、過去の第３の指示情報の状態と
、更新後の第３の指示情報の状態とが関連付けられている。各指示情報は、２つの値のい
ずれか１つを示す。２つの値は、“撮像”および“停止”である。
【００８０】
　現在の第１の指示情報および第２の指示情報の状態と、それに対応する第３の指示情報
とは、同一の行に記載されている。過去の第３の指示情報の状態と、それに対応する更新
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後の第３の指示情報とは、同一の列に記載されている。例えば、現在の第１の指示情報お
よび第２の指示情報が“停止／撮像”であり、かつ過去の第３の指示情報が“停止”であ
る場合、情報生成部１０３によって生成される第３の指示情報は“停止”である。
【００８１】
　現在の第１の指示情報が“停止”である場合、センサ１００によって検出される動きが
小さい。つまり、カプセル内視鏡１０は停止している可能性が高い。この場合、第３の指
示情報は“停止”に設定される。現在の第１の指示情報が“停止”であり、かつ現在の第
２の指示情報が“撮像”である場合、カプセル内視鏡１０が停止する前の画像から大きな
動きが検出された可能性がある。
【００８２】
　現在の第１の指示情報が“撮像”であり、かつ現在の第２の指示情報が“停止”である
場合、センサ１００によって検出される動きが大きく、かつ画像から検出される動きが小
さい。この場合、過去の第３の指示情報に応じて、更新後の第３の指示情報が異なる。過
去の第３の指示情報が“停止”である場合、カプセル内視鏡１０は人体に対して停止し、
かつ人体が動いている可能性がある。しかし、カプセル内視鏡１０が移動しているか否か
を画像によって確認するために第３の指示情報は“撮像”に設定される。過去の第３の指
示情報が“撮像”である場合、カプセル内視鏡１０は人体に対して停止し、かつ人体が動
いている可能性がある。したがって、無駄な撮像を抑制するために第３の指示情報は“停
止”に設定される。
【００８３】
　現在の第１の指示情報および第２の指示情報が“撮像”である場合、センサ１００によ
って検出される動きと画像から検出される動きとの両方が大きい。つまり、カプセル内視
鏡１０は移動している可能性が高い。この場合、第３の指示情報は“撮像”に設定される
。
【００８４】
　第３の動作において、現在の第１の指示情報および第２の指示情報が相対的に低い撮像
頻度（“停止”）を示す場合、第３の指示情報は相対的に低い撮像頻度（“停止”）を示
す。現在の第１の指示情報が相対的に低い撮像頻度（“停止”）を示し、かつ現在の第２
の指示情報が相対的に高い撮像頻度（“撮像”）を示す場合、第３の指示情報は相対的に
低い撮像頻度（“停止”）を示す。現在の第１の指示情報が相対的に高い撮像頻度（“撮
像”）を示し、かつ現在の第２の指示情報が相対的に低い撮像頻度（“停止”）を示す場
合、第３の指示情報は過去の第３の指示情報に基づく。現在の第１の指示情報が相対的に
高い撮像頻度（“撮像”）を示し、かつ現在の第２の指示情報が相対的に低い撮像頻度（
“停止”）を示し、かつ過去の第３の指示情報が相対的に低い撮像頻度（“停止”）を示
す場合、更新後の第３の指示情報は相対的に高い撮像頻度（“撮像”）を示す。現在の第
１の指示情報が相対的に高い撮像頻度（“撮像”）を示し、かつ現在の第２の指示情報が
相対的に低い撮像頻度（“停止”）を示し、かつ過去の第３の指示情報が相対的に高い撮
像頻度（“撮像”）を示す場合、更新後の第３の指示情報は相対的に低い撮像頻度（“停
止”）を示す。現在の第１の指示情報および第２の指示情報が相対的に高い撮像頻度（“
撮像”）を示す場合、第３の指示情報は相対的に高い撮像頻度（“撮像”）を示す。
【００８５】
　図５を参照して、第３の動作を説明する。タイミングｔ２０１において、第１の指示情
報と第２の指示情報と第３の指示情報とは“停止”であり、かつ撮像同期信号は無効であ
る。
【００８６】
　タイミングｔ２０１の後、第１の指示情報は“撮像”に変化する。このとき、現在の第
１の指示情報および第２の指示情報は“撮像／停止”であり、かつ過去の第３の指示情報
は“停止”である。この場合、停止していたカプセル内視鏡１０が移動を開始した可能性
がある。このため、情報生成部１０３は、第３の指示情報を“撮像”に設定する。タイミ
ングｔ２０２において、信号生成部１０４は、有効な撮像同期信号を生成する。これによ
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って、被検体の撮り逃しが抑制される。
【００８７】
　タイミングｔ２０２の後、第２の指示情報は“撮像”に変化する。このとき、現在の第
１の指示情報および第２の指示情報は“撮像／撮像”であり、かつ過去の第３の指示情報
は“撮像”である。このため、情報生成部１０３は、第３の指示情報を“撮像”に設定す
る。タイミングｔ２０３において、信号生成部１０４は、有効な撮像同期信号を生成する
。
【００８８】
　タイミングｔ２０４において、各指示情報は、タイミングｔ２０３における各指示情報
と同一である。タイミングｔ２０４において、信号生成部１０４は、有効な撮像同期信号
を生成する。
【００８９】
　タイミングｔ２０４の後、第１の指示情報は“停止”に変化する。このとき、現在の第
１の指示情報および第２の指示情報は“停止／撮像”であり、かつ過去の第３の指示情報
は“撮像”である。この場合、移動していたカプセル内視鏡１０が移動を終了した可能性
がある。このため、情報生成部１０３は、第３の指示情報を“停止”に設定する。タイミ
ングｔ２０５において、撮像同期信号は無効である。これによって、無駄な撮像が抑制さ
れる。
【００９０】
　タイミングｔ２０５の後、現在の第１の指示情報および第２の指示情報は“停止／撮像
”であり、かつ過去の第３の指示情報は“停止”である。このため、情報生成部１０３は
、第３の指示情報を“停止”に設定する。タイミングｔ２０６において、撮像同期信号は
無効である。
【００９１】
　タイミングｔ２０６の後、第１の指示情報は“撮像”に変化する。このとき、現在の第
１の指示情報および第２の指示情報は“撮像／撮像”であり、かつ過去の第３の指示情報
は“停止”である。このため、情報生成部１０３は、第３の指示情報を“撮像”に設定す
る。タイミングｔ２０７において、信号生成部１０４は、有効な撮像同期信号を生成する
。
【００９２】
　タイミングｔ２０８およびタイミングｔ２０９において、現在の第１の指示情報および
第２の指示情報は“撮像／撮像”であり、かつ過去の第３の指示情報は“撮像”である。
これらのタイミングにおいて、更新後の第３の指示情報は“撮像”である。これらのタイ
ミングにおいて、信号生成部１０４は、有効な撮像同期信号を生成する。
【００９３】
　タイミングｔ２０９の後、第２の指示情報が“停止”に変化する。このとき、現在の第
１の指示情報および第２の指示情報は“撮像／停止”であり、かつ過去の第３の指示情報
は“撮像”である。この場合、カプセル内視鏡１０は人体に対して停止し、かつ人体が動
いている可能性がある。このため、情報生成部１０３は、第３の指示情報を“停止”に設
定する。タイミングｔ２１０において、撮像同期信号は無効である。これによって、無駄
な撮像が抑制される。
【００９４】
　タイミングｔ２１０の後、現在の第１の指示情報および第２の指示情報は“撮像／停止
”であり、かつ過去の第３の指示情報は“停止”である。この場合、カプセル内視鏡１０
は人体に対して停止し、かつ人体が動いている可能性がある。しかし、情報生成部１０３
は、第３の指示情報を“撮像”に設定する。タイミングｔ２１１において、信号生成部１
０４は、有効な撮像同期信号を生成する。このため、撮像部１０５によって撮像が行われ
、かつ画像が取得される。第２の解析部１０２は、この画像に基づいて、カプセル内視鏡
１０が人体に対して動いているか否かを確認することができる。
【００９５】
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　第３の動作において、現在の第１の指示情報および第２の指示情報が“撮像／停止”で
あり、かつ過去の第３の指示情報が“撮像”であるときに第３の指示情報が“停止”に設
定されることにより、無駄な撮像が抑制される。この結果、カプセル内視鏡１０の消費電
力が低減される。現在の第１の指示情報および第２の指示情報が“撮像／停止”であり、
かつ過去の第３の指示情報が“停止”であるときに第３の指示情報が“撮像”に設定され
ることにより、カプセル内視鏡１０が人体に対して動いているか否かを確認するための画
像が取得される。
【００９６】
　（第４の動作）
　第４の動作において、情報生成部１０３は、現在の第１の指示情報と、現在の第２の指
示情報と、過去の第１の指示情報と、過去の第２の指示情報とに基づいて第３の指示情報
を生成する。図７は、第４の動作における状態情報を示している。図７において、状態情
報が表として示されている。現在の第１の指示情報および第２の指示情報の状態と、過去
の第１の指示情報および第２の指示情報の状態と、第３の指示情報の状態とが関連付けら
れている。各指示情報は、２つの値のいずれか１つを示す。２つの値は、“撮像”および
“停止”である。
【００９７】
　現在の第１の指示情報および第２の指示情報の状態と、それに対応する第３の指示情報
とは、同一の行に記載されている。過去の第１の指示情報および第２の指示情報の状態と
、それに対応する第３の指示情報とは、同一の列に記載されている。例えば、現在の第１
の指示情報および第２の指示情報が“停止／撮像”であり、かつ過去の第１の指示情報お
よび第２の指示情報が“停止／撮像”である場合、情報生成部１０３によって生成される
第３の指示情報は“停止”である。
【００９８】
　図７に示す表の列Ｃ１１および列Ｃ１２における第３の指示情報の状態は、図２に示す
表において過去の第１の指示情報が“停止”である場合の状態と同一である。図７に示す
表の列Ｃ１３における第３の指示情報の状態は、図２に示す表において過去の第１の指示
情報が“撮像”である場合の状態と同一である。図７に示す表の列Ｃ１４における第３の
指示情報の状態は、現在の第１の指示情報および第２の指示情報が“停止／撮像”である
場合を除いて、図２に示す表において過去の第１の指示情報が“撮像”である場合の状態
と同一である。
【００９９】
　現在の第１の指示情報および第２の指示情報が“停止／撮像”であり、かつ過去の第１
の指示情報および第２の指示情報が“撮像／撮像”である場合、センサ１００によって検
出される動きが大幅に減少し、かつ画像から検出される動きが大きい。この場合、移動し
ていたカプセル内視鏡１０が移動を終了した可能性がある。しかし、カプセル内視鏡１０
が移動しているか否かを画像によって確認するために第３の指示情報は“撮像”に設定さ
れる。
【０１００】
　第４の動作において、現在の第１の指示情報および第２の指示情報が相対的に低い撮像
頻度（“停止”）を示す場合、第３の指示情報は相対的に低い撮像頻度（“停止”）を示
す。現在の第１の指示情報が相対的に低い撮像頻度（“停止”）を示し、かつ現在の第２
の指示情報が相対的に高い撮像頻度（“撮像”）を示す場合、第３の指示情報は過去の第
１の指示情報および第２の指示情報に基づく。現在の第１の指示情報が相対的に低い撮像
頻度（“停止”）を示し、かつ現在の第２の指示情報が相対的に高い撮像頻度（“撮像”
）を示す場合、過去の第１の指示情報および第２の指示情報が相対的に高い撮像頻度（“
撮像”）を示すときのみ、第３の指示情報は相対的に高い撮像頻度（“撮像”）を示す。
現在の第１の指示情報が相対的に高い撮像頻度（“撮像”）を示し、かつ現在の第２の指
示情報が相対的に低い撮像頻度（“停止”）を示す場合、第３の指示情報は過去の第１の
指示情報に基づく。現在の第１の指示情報が相対的に高い撮像頻度（“撮像”）を示し、



(17) JP WO2017/130266 A1 2017.8.3

10

20

30

40

50

かつ現在の第２の指示情報が相対的に低い撮像頻度（“停止”）を示し、かつ過去の第１
の指示情報が相対的に低い撮像頻度（“停止”）を示す場合、第３の指示情報は相対的に
高い撮像頻度（“撮像”）を示す。現在の第１の指示情報が相対的に高い撮像頻度（“撮
像”）を示し、かつ現在の第２の指示情報が相対的に低い撮像頻度（“停止”）を示し、
かつ過去の第１の指示情報が相対的に高い撮像頻度（“撮像”）を示す場合、第３の指示
情報は相対的に低い撮像頻度（“停止”）を示す。現在の第１の指示情報および第２の指
示情報が相対的に高い撮像頻度（“撮像”）を示す場合、第３の指示情報は相対的に高い
撮像頻度（“撮像”）を示す。
【０１０１】
　情報生成部１０３は、状態情報に基づいて第３の指示情報を生成する。状態情報におい
て、第１の時点における第１の指示情報および第２の指示情報と、第２の時点における第
１の指示情報および第２の指示情報と、第３の指示情報とが関連付けられている。図７に
示す状態情報において、撮像頻度が相対的に低くなる第３の指示情報の数は、撮像頻度が
相対的に高くなる第３の指示情報の数よりも多い。撮像頻度が相対的に低くなる第３の指
示情報の状態は“停止”である。撮像頻度が相対的に高くなる第３の指示情報の状態は“
撮像”である。第３の指示情報が“停止”である数は９である。第３の指示情報が“撮像
”である数は７である。これによって、全体的に、無駄な撮像が抑制される効果が、被検
体の撮り逃しが抑制される効果よりも高まりやすい。第１から第３の動作においても同様
の効果が得られる。
【０１０２】
　図８は、カプセル内視鏡１０の第４の動作を示している。図８において、第１の指示情
報の状態と、第２の指示情報の状態と、第３の指示情報の状態と、撮像同期信号の波形と
が示されている。撮像同期信号に関して、図８の縦方向は電圧を示している。図８の右方
向に時間が進む。
【０１０３】
　タイミングｔ３０１からタイミングｔ３０４に関する動作は、図３に示す第１の動作に
おけるタイミングｔ１０１からタイミングｔ１０４に関する動作と同様である。
【０１０４】
　タイミングｔ３０４の後、第１の指示情報は“停止”に変化する。このとき、現在の第
１の指示情報および第２の指示情報は“停止／撮像”であり、かつ過去の第１の指示情報
および第２の指示情報は“撮像／撮像”である。この場合、移動していたカプセル内視鏡
１０が移動を終了した可能性がある。しかし、情報生成部１０３は、第３の指示情報を“
撮像”に設定する。タイミングｔ３０５において、信号生成部１０４は、有効な撮像同期
信号を生成する。このため、撮像部１０５によって撮像が行われ、かつ画像が取得される
。第２の解析部１０２は、この画像に基づいて、カプセル内視鏡１０が移動しているか否
かを確認することができる。
【０１０５】
　タイミングｔ３０５の後、現在の第１の指示情報および第２の指示情報は“停止／撮像
”であり、かつ過去の第１の指示情報および第２の指示情報は“停止／撮像”である。こ
の場合、移動していたカプセル内視鏡１０が移動を終了した可能性が高い。このため、情
報生成部１０３は、第３の指示情報を“停止”に設定する。タイミングｔ３０６において
、撮像同期信号は無効である。これによって、無駄な撮像が抑制される。
【０１０６】
　タイミングｔ３０７からタイミングｔ３１１に関する動作は、図３に示す第１の動作に
おけるタイミングｔ１０７からタイミングｔ１１１に関する動作と同様である。
【０１０７】
　第４の動作において、第１の指示情報が“停止”から“撮像”に変化するときに第３の
指示情報が“撮像”に設定されることにより、被検体の撮り逃しが抑制される。第１の指
示情報が連続的に“撮像”であり、かつ第２の指示情報が“停止”であるときに第３の指
示情報が“停止”に設定されることにより、無駄な撮像が抑制される。この結果、カプセ
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ル内視鏡１０の消費電力が低減される。第２の指示情報が連続的に“撮像”であり、かつ
第１の指示情報が“撮像”から“停止”に変化するときに第３の指示情報が“撮像”に設
定されることにより、カプセル内視鏡１０が移動しているか否かを確認するための画像が
取得される。
【０１０８】
　第４の動作において、撮像頻度が相対的に低くなる場合が多い。これによって、無駄な
撮像が抑制されやすい。
【０１０９】
　（第５の動作）
　第５の動作において、情報生成部１０３は、第２の指示情報の生成が行われるまで、第
１の指示情報にかかわらず第３の指示情報を維持する。
【０１１０】
　撮像部１０５が撮像を行った場合、第２の解析部１０２は、撮像部１０５から出力され
た画像に基づいて第２の指示情報を更新する。例えば、情報生成部１０３は、第３の指示
情報を第１の時間の間隔で更新する。撮像部１０５が撮像を行った後、第３の指示情報の
更新タイミングが発生する前に、第２の解析部１０２は第２の指示情報を更新する。しか
し、第２の解析部１０２による画像処理の遅延等が発生する。この場合、第３の指示情報
の更新タイミングが発生する前に第２の指示情報が更新されない可能性がある。このため
、情報生成部１０３は、第２の指示情報が更新されるまで、第１の指示情報にかかわらず
第３の指示情報を維持する。
【０１１１】
　例えば、撮像部１０５が撮像を行った時点から所定の時間が経過する前に第２の解析部
１０２から第２の指示情報が出力されない場合、情報生成部１０３は、第１の指示情報に
かかわらず第３の指示情報を維持する。撮像部１０５が撮像を行った時点から所定の時間
が経過する前に第２の解析部１０２から第２の指示情報が出力された場合、情報生成部１
０３は、状態情報に基づいて第３の指示情報を生成する。所定の時間は、情報生成部１０
３が第３の指示情報を更新する間隔に基づく。
【０１１２】
　図９は、カプセル内視鏡１０の第５の動作を示している。図９において、第１の指示情
報の状態と、第２の指示情報の状態と、第３の指示情報の状態と、撮像同期信号の波形と
が示されている。撮像同期信号に関して、図９の縦方向は電圧を示している。図９の右方
向に時間が進む。第５の動作における状態情報が第４の動作における状態情報と同一であ
る場合について、第５の動作を説明する。
【０１１３】
　タイミングｔ４０１において、第１の指示情報と第２の指示情報と第３の指示情報とは
“停止”であり、かつ撮像同期信号は無効である。
【０１１４】
　タイミングｔ４０１の後、第１の指示情報は“撮像”に変化する。このとき、現在の第
１の指示情報および第２の指示情報は“撮像／停止”であり、かつ過去の第１の指示情報
および第２の指示情報は“停止／停止”である。このため、情報生成部１０３は、第３の
指示情報を“撮像”に設定する。タイミングｔ４０２において、信号生成部１０４は、有
効な撮像同期信号を生成する。
【０１１５】
　タイミングｔ４０２において撮像同期信号が有効になることにより、撮像部１０５は撮
像を行う。第３の指示情報の更新タイミングが発生する前に第２の指示情報が更新されな
いため、情報生成部１０３は、第３の指示情報を維持する。つまり、情報生成部１０３は
、第３の指示情報を“撮像”に設定する。タイミングｔ４０３において、信号生成部１０
４は、有効な撮像同期信号を生成する。
【０１１６】
　タイミングｔ４０３において撮像同期信号が有効になることにより、撮像部１０５は撮
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像を行う。第３の指示情報の更新タイミングが発生する前に第２の指示情報が更新される
。このため、情報生成部１０３は、状態情報に基づいて第３の指示情報を生成する。第２
の指示情報が更新されたとき、現在の第１の指示情報および第２の指示情報は“撮像／撮
像”であり、かつ過去の第１の指示情報および第２の指示情報は“撮像／停止”である。
このため、情報生成部１０３は、第３の指示情報を“撮像”に設定する。タイミングｔ４
０４において、信号生成部１０４は、有効な撮像同期信号を生成する。
【０１１７】
　タイミングｔ４０４において撮像同期信号が有効になることにより、撮像部１０５は撮
像を行う。第３の指示情報の更新タイミングが発生する前に第２の指示情報が更新されな
いため、情報生成部１０３は、第３の指示情報を維持する。つまり、情報生成部１０３は
、第３の指示情報を“撮像”に設定する。タイミングｔ４０５において、信号生成部１０
４は、有効な撮像同期信号を生成する。
【０１１８】
　タイミングｔ４０５において撮像同期信号が有効になることにより、撮像部１０５は撮
像を行う。第３の指示情報の更新タイミングが発生する前に第２の指示情報が更新される
。このため、情報生成部１０３は、状態情報に基づいて第３の指示情報を生成する。第２
の指示情報が更新されたとき、現在の第１の指示情報および第２の指示情報は“撮像／停
止”であり、かつ過去の第１の指示情報および第２の指示情報は“撮像／撮像”である。
このため、情報生成部１０３は、第３の指示情報を“停止”に設定する。タイミングｔ４
０６において、撮像同期信号は無効である。
【０１１９】
　タイミングｔ４０６の後、現在の第１の指示情報および第２の指示情報は“撮像／停止
”であり、かつ過去の第１の指示情報および第２の指示情報は“撮像／停止”である。こ
のため、情報生成部１０３は、第３の指示情報を“停止”に設定する。タイミングｔ４０
７において、撮像同期信号は無効である。
【０１２０】
　タイミングｔ４０７の後、第１の指示情報は“停止”に変化する。このとき、現在の第
１の指示情報および第２の指示情報は“停止／停止”であり、かつ過去の第１の指示情報
および第２の指示情報は“撮像／停止”である。このため、情報生成部１０３は、第３の
指示情報を“停止”に設定する。タイミングｔ４０８において、撮像同期信号は無効であ
る。
【０１２１】
　第５の動作において、第３の指示情報の更新タイミングが発生する前に第２の指示情報
が更新されない場合、第１の指示情報にかかわらず第３の指示情報が維持される。このた
め、第２の指示情報が更新されるまで、カプセル内視鏡１０は前回の制御結果を維持する
ことができる。
【０１２２】
　（第６の動作）
　第６の動作において、情報生成部１０３は、現在の第１の指示情報と、現在の第２の指
示情報と、過去の第１の指示情報と、過去の第２の指示情報とに基づいて第３の指示情報
を生成する。図１０は、第６の動作における状態情報を示している。図１０において、状
態情報が表として示されている。現在の第１の指示情報および第２の指示情報の状態と、
過去の第１の指示情報および第２の指示情報の状態と、第３の指示情報の状態とが関連付
けられている。各指示情報は、２つの値のいずれか１つを示す。２つの値は、“撮像”お
よび“停止”である。
【０１２３】
　現在の第１の指示情報および第２の指示情報の状態と、それに対応する第３の指示情報
とは、同一の行に記載されている。過去の第１の指示情報および第２の指示情報の状態と
、それに対応する第３の指示情報とは、同一の列に記載されている。例えば、現在の第１
の指示情報および第２の指示情報が“停止／撮像”であり、かつ過去の第１の指示情報お
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よび第２の指示情報が“停止／撮像”である場合、情報生成部１０３によって生成される
第３の指示情報は“撮像”である。
【０１２４】
　図１０に示す表の列Ｃ２１および列Ｃ２２における第３の指示情報の状態は、現在の第
１の指示情報および第２の指示情報が“停止／撮像”である場合を除いて、図２に示す表
において過去の第１の指示情報が“停止”である場合の状態と同一である。図１０に示す
表の列Ｃ２３における第３の指示情報の状態は、現在の第１の指示情報および第２の指示
情報が“停止／撮像”である場合を除いて、図４に示す表において過去の第２の指示情報
が“停止”である場合の状態と同一である。図１０に示す表の列Ｃ２４における第３の指
示情報の状態は、現在の第１の指示情報および第２の指示情報が“停止／撮像”である場
合を除いて、図４に示す表において過去の第２の指示情報が“撮像”である場合の状態と
同一である。
【０１２５】
　現在の第１の指示情報および第２の指示情報が“停止／撮像”である場合、センサ１０
０によって検出される動きが小さく、かつ画像から検出される動きが大きい。この場合、
カプセル内視鏡１０が停止している可能性がある。しかし、カプセル内視鏡１０が移動し
ているか否かを画像によって確認するために第３の指示情報は“撮像”に設定される。
【０１２６】
　第６の動作において、現在の第１の指示情報および第２の指示情報が相対的に低い撮像
頻度（“停止”）を示す場合、第３の指示情報は相対的に低い撮像頻度（“停止”）を示
す。現在の第１の指示情報が相対的に低い撮像頻度（“停止”）を示し、かつ現在の第２
の指示情報が相対的に高い撮像頻度（“撮像”）を示す場合、第３の指示情報は相対的に
高い撮像頻度（“撮像”）を示す。現在の第１の指示情報が相対的に高い撮像頻度（“撮
像”）を示し、かつ現在の第２の指示情報が相対的に低い撮像頻度（“停止”）を示す場
合、第３の指示情報は過去の第１の指示情報および第２の指示情報に基づく。現在の第１
の指示情報が相対的に高い撮像頻度（“撮像”）を示し、かつ現在の第２の指示情報が相
対的に低い撮像頻度（“停止”）を示す場合、過去の第１の指示情報および第２の指示情
報が相対的に高い撮像頻度（“撮像”）を示すときのみ、第３の指示情報は相対的に低い
撮像頻度（“停止”）を示す。現在の第１の指示情報および第２の指示情報が相対的に高
い撮像頻度（“撮像”）を示す場合、第３の指示情報は相対的に高い撮像頻度（“撮像”
）を示す。
【０１２７】
　情報生成部１０３は、状態情報に基づいて第３の指示情報を生成する。状態情報におい
て、第１の時点における第１の指示情報および第２の指示情報と、第２の時点における第
１の指示情報および第２の指示情報と、第３の指示情報とが関連付けられている。図１０
に示す状態情報において、撮像頻度が相対的に高くなる第３の指示情報の数は、撮像頻度
が相対的に低くなる第３の指示情報の数よりも多い。撮像頻度が相対的に高くなる第３の
指示情報の状態は“撮像”である。撮像頻度が相対的に低くなる第３の指示情報の状態は
“停止”である。第３の指示情報が“撮像”である数は１１である。第３の指示情報が“
停止”である数は５である。これによって、全体的に、被検体の撮り逃しが抑制される効
果が、無駄な撮像が抑制される効果よりも高まりやすい。
【０１２８】
　図１１は、カプセル内視鏡１０の第６の動作を示している。図１１において、第１の指
示情報の状態と、第２の指示情報の状態と、第３の指示情報の状態と、撮像同期信号の波
形とが示されている。撮像同期信号に関して、図１１の縦方向は電圧を示している。図１
１の右方向に時間が進む。
【０１２９】
　タイミングｔ５０１において、第１の指示情報と第２の指示情報と第３の指示情報とは
“停止”であり、かつ撮像同期信号は無効である。
【０１３０】
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　タイミングｔ５０１の後、第１の指示情報は“撮像”に変化する。このとき、現在の第
１の指示情報および第２の指示情報は“撮像／停止”であり、かつ過去の第１の指示情報
および第２の指示情報は“停止／停止”である。この場合、停止していたカプセル内視鏡
１０が移動を開始した可能性がある。このため、情報生成部１０３は、第３の指示情報を
“撮像”に設定する。タイミングｔ５０２において、信号生成部１０４は、有効な撮像同
期信号を生成する。これによって、被検体の撮り逃しが抑制される。
【０１３１】
　タイミングｔ５０２の後、第２の指示情報は“撮像”に変化する。このとき、現在の第
１の指示情報および第２の指示情報は“撮像／撮像”であり、かつ過去の第１の指示情報
および第２の指示情報は“撮像／停止”である。このため、情報生成部１０３は、第３の
指示情報を“撮像”に設定する。タイミングｔ５０３において、信号生成部１０４は、有
効な撮像同期信号を生成する。
【０１３２】
　タイミングｔ５０３の後、現在の第１の指示情報および第２の指示情報は“撮像／撮像
”であり、かつ過去の第１の指示情報および第２の指示情報は“撮像／撮像”である。こ
のため、情報生成部１０３は、第３の指示情報を“撮像”に設定する。タイミングｔ５０
４において、信号生成部１０４は、有効な撮像同期信号を生成する。
【０１３３】
　タイミングｔ５０５において、各指示情報は、タイミングｔ５０４における各指示情報
と同一である。タイミングｔ５０５において、信号生成部１０４は、有効な撮像同期信号
を生成する。
【０１３４】
　タイミングｔ５０５の後、第１の指示情報は“停止”に変化する。このとき、現在の第
１の指示情報および第２の指示情報は“停止／撮像”であり、かつ過去の第１の指示情報
および第２の指示情報は“撮像／撮像”である。このため、情報生成部１０３は、第３の
指示情報を“撮像”に設定する。タイミングｔ５０６において、信号生成部１０４は、有
効な撮像同期信号を生成する。タイミングｔ５０６において、センサ１００によって検出
される動きは小さいが、画像から検出される動きが大きい。このため、撮像が継続する。
撮像部１０５によって撮像が行われ、かつ画像が取得される。第２の解析部１０２は、こ
の画像に基づいて、カプセル内視鏡１０が人体に対して動いているか否かを確認すること
ができる。
【０１３５】
　タイミングｔ５０６の後、第２の指示情報は“停止”に変化する。このとき、現在の第
１の指示情報および第２の指示情報は“停止／停止”であり、かつ過去の第１の指示情報
および第２の指示情報は“停止／撮像”である。このため、情報生成部１０３は、第３の
指示情報を“停止”に設定する。タイミングｔ５０７において、撮像同期信号は無効であ
る。画像から検出される動きが小さくなることにより、カプセル内視鏡１０が確実に停止
したことが検出される。
【０１３６】
　タイミングｔ５０７の後、現在の第１の指示情報および第２の指示情報は“停止／停止
”であり、かつ過去の第１の指示情報および第２の指示情報は“停止／停止”である。こ
のため、情報生成部１０３は、第３の指示情報を“停止”に設定する。タイミングｔ５０
８において、撮像同期信号は無効である。
【０１３７】
　第６の動作において、撮像頻度が相対的に高くなる場合が多い。これによって、被検体
の撮り逃しが抑制されやすい。
【０１３８】
　第１の実施形態のカプセル内視鏡１０において、情報生成部１０３は、第１の指示情報
および第２の指示情報に基づいて第３の指示情報を生成し、かつ信号生成部１０４は、第
３の指示情報に基づいて撮像同期信号を生成する。これによって、カプセル内視鏡１０は
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、カプセル内視鏡１０が有する２つのセンサ、すなわちセンサ１００および撮像部１０５
で取得されたデータに基づいて撮像タイミングを高精度に決定することができる。
【０１３９】
　（第１の実施形態の変形例）
　図１２は、本発明の第１の実施形態の第１の変形例のカプセル内視鏡１１の構成を示し
ている。図１２に示す構成について、図１に示す構成と異なる点を説明する。
【０１４０】
　信号生成部１０４は、カウンタ１０７を有する。カウンタ１０７のカウント値は基準値
から増加または減少する。第１の指示情報が更新される毎に第３の指示情報に基づいてカ
ウント値が算出される。撮像同期信号が生成されたとき、カウント値は基準値になる。カ
ウント値が基準値から増加することによりカウント値が所定値以上になったとき、または
カウント値が基準値から減少することによりカウント値が所定値以下になったとき、信号
生成部１０４は撮像同期信号を生成する。
【０１４１】
　カウンタ１０７は、信号生成部１０４の内部に設けられている。カウンタ１０７は、信
号生成部１０４から独立していてもよい。カウンタ１０７は、第３の指示情報に基づいて
カウントを行う。カウンタ１０７は、アップカウントとダウンカウントとの少なくとも１
つを行うことができる。カウンタ１０７のカウント値は、カウントが開始されたときに基
準値に設定される。カウント値は、カウントにより基準値から増加または減少する。撮像
同期信号が生成されたとき、カウント値は基準値に再度設定される。基準値が一定の値で
あるとは限らない。カウンタ１０７によるカウントは、第１の時間の間隔で行われる。つ
まり、カウント値は、第１の解析部１０１による第１の指示情報の生成と同期して増加ま
たは減少する。カウンタ１０７の動作は、第１の解析部１０１による第１の指示情報の生
成と同期しなくてもよい。
【０１４２】
　基準値は第１の基準値と第２の基準値とを含んでもよい。第２の基準値は、第１の基準
値と同一である、または第１の基準値と異なる。第１の基準値が第１の所定値よりも小さ
く、かつカウント値が第１の基準値から増加することによりカウント値が第１の所定値以
上になったとき、カウント値は、第１の所定値よりも小さい第２の基準値になる。第１の
基準値が第１の所定値よりも大きく、かつカウント値が第１の基準値から減少することに
よりカウント値が第１の所定値以下になったとき、カウント値は、第１の所定値よりも大
きい第２の基準値になる。
【０１４３】
　上記以外の点について、図１２に示す構成は、図１に示す構成と同様である。
【０１４４】
　図１３は、第１の実施形態の変形例における状態情報を示している。図１３において、
状態情報が表として示されている。現在の第１の指示情報および第２の指示情報の状態と
、過去の第１の指示情報および第２の指示情報の状態と、第３の指示情報の状態とが関連
付けられている。第１の指示情報および第３の指示情報は、３つの値のいずれか１つを示
す。第１の指示情報および第３の指示情報が示しうる３つの値は、“Ｈ”と、“Ｍ”と、
“Ｌ”とである。“Ｈ”は、カプセル内視鏡１１の動きが大きい場合に対応する。“Ｍ”
は、カプセル内視鏡１１の動きが中間である場合に対応する。“Ｌ”は、カプセル内視鏡
１１の動きが小さい場合に対応する。第２の指示情報は、２つの値のいずれか１つを示す
。第２の指示情報が示しうる２つの値は、“Ｈ”および“Ｍ”である。“Ｈ”は、カプセ
ル内視鏡１１の動きが大きい場合に対応する。“Ｍ”は、カプセル内視鏡１１の動きが小
さい、またはカプセル内視鏡１１の動きが中間である場合に対応する。第１の指示情報お
よび第３の指示情報と同様に、第２の指示情報が３つの値のいずれか１つを示してもよい
。
【０１４５】
　現在の第１の指示情報および第２の指示情報の状態と、それに対応する第３の指示情報
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とは、同一の行に記載されている。過去の第２の指示情報の状態と、それに対応する第３
の指示情報とは、同一の列に記載されている。例えば、現在の第１の指示情報および第２
の指示情報が“Ｌ／Ｈ”であり、かつ過去の第１の指示情報および第２の指示情報が“Ｌ
／Ｈ”である場合、情報生成部１０３によって生成される第３の指示情報は“Ｌ”である
。
【０１４６】
　現在の第１の指示情報が“Ｌ”である場合、センサ１００によって検出される動きが小
さい。つまり、カプセル内視鏡１１は停止している可能性が高い。この場合、第３の指示
情報は“Ｌ”に設定される。同様に、現在の第１の指示情報が“Ｍ”である場合、センサ
１００によって検出される動きが中間である。つまり、カプセル内視鏡１１はゆっくり移
動している可能性が高い。この場合、第３の指示情報は“Ｍ”に設定される。
【０１４７】
　現在の第１の指示情報が“Ｈ”である場合、センサ１００によって検出される動きが大
きい。つまり、カプセル内視鏡１１は移動している可能性が高い。この場合、一部の場合
を除いて第３の指示情報は“Ｈ”に設定される。現在の第１の指示情報および第２の指示
情報が“Ｈ／Ｍ”であり、かつ過去の第１の指示情報および第２の指示情報が“Ｈ／Ｈ”
である場合、センサ１００によって検出される動きが大きく、かつ画像から検出される動
きが減少する。この場合、カプセル内視鏡１１は人体に対して停止し、かつ人体が動いて
いる可能性がある。したがって、無駄な撮像を抑制するために第３の指示情報は“Ｍ”に
設定される。現在の第１の指示情報および第２の指示情報が“Ｈ／Ｍ”であり、かつ過去
の第１の指示情報および第２の指示情報が“Ｈ／Ｍ”である場合、第３の指示情報は、前
回設定された値に維持される。
【０１４８】
　図１４は、カプセル内視鏡１１の動作を示している。図１４において、第３の指示情報
の状態と、カウント値と、撮像同期信号の波形とが示されている。撮像同期信号に関して
、図１４の縦方向は電圧を示している。図１４の右方向に時間が進む。図１４において、
第１の指示情報および第２の指示情報は省略されている。
【０１４９】
　カウント値は、基準値から増加する。カウント値が第１の所定値以上になったとき、信
号生成部１０４は、撮像同期信号を生成する。カウント値は、情報生成部１０３による第
３の指示情報の生成と同期して増加する。情報生成部１０３による第３の指示情報の生成
と同期して、第３の指示情報に応じた値がカウント値に加算される。基準値は、第１の所
定値と異なる第２の所定値である。
【０１５０】
　カウンタ１０７は、第３の指示情報に応じた値をカウントすることによりカウント値を
生成する。カウンタ１０７は、第１の時間Ｔ１ごとにカウント値を生成する。第３の指示
情報が“Ｈ”である場合、カウント値に３が加算される。第３の指示情報が“Ｍ”である
場合、カウント値に１が加算される。第３の指示情報が“Ｌ”である場合、カウント値に
０が加算される。カウント値が第１の所定値以上になったとき、カウント値は基準値に変
更される。基準値は０である。第１の所定値は３である。
【０１５１】
　信号生成部１０４がカウント値を参照する周期は、一定である。信号生成部１０４は、
第１の時間Ｔ１の間隔でカウント値を参照する。信号生成部１０４は、カウント値に基づ
く撮像同期信号を生成する。カウント値が第１の所定値以上である場合、信号生成部１０
４は撮像同期信号を生成する。
【０１５２】
　タイミングｔ６０１において、第３の指示情報は“Ｌ”である。タイミングｔ６０１に
おいて、０がカウント値に加算される。このとき、カウント値は、０である。このとき、
カウント値は、第１の所定値である３未満である。このため、タイミングｔ６０１におい
て、撮像同期信号は無効である。
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【０１５３】
　タイミングｔ６０２において、第３の指示情報は“Ｍ”である。タイミングｔ６０２に
おいて、１がカウント値に加算されることにより、カウント値は、１に変更される。この
とき、カウント値は、第１の所定値である３未満である。このため、タイミングｔ６０２
において、撮像同期信号は無効である。
【０１５４】
　タイミングｔ６０３において、第３の指示情報は“Ｌ”である。タイミングｔ６０３に
おいて、０がカウント値に加算される。このとき、カウント値は、１である。このとき、
カウント値は、第１の所定値である３未満である。このため、タイミングｔ６０３におい
て、撮像同期信号は無効である。
【０１５５】
　タイミングｔ６０４において、第３の指示情報は“Ｈ”である。タイミングｔ６０４に
おいて、３がカウント値に加算されることにより、カウント値は、４に変更される。この
とき、カウント値は、第１の所定値である３以上である。このため、タイミングｔ６０４
において、信号生成部１０４は、有効な撮像同期信号を生成する。タイミングｔ６０４に
おいて、カウント値は、基準値である０に変更される。
【０１５６】
　タイミングｔ６０５およびタイミングｔ６０６において、第３の指示情報は“Ｍ”であ
る。タイミングｔ６０５およびタイミングｔ６０６において、１がカウント値に加算され
る。タイミングｔ６０５においてカウント値は１に変更され、かつタイミングｔ６０６に
おいてカウント値は２に変更される。タイミングｔ６０５およびタイミングｔ６０６にお
いて、カウント値は、第１の所定値である３未満である。このため、タイミングｔ６０５
およびタイミングｔ６０６において、撮像同期信号は無効である。
【０１５７】
　タイミングｔ６０７、タイミングｔ６０８、およびタイミングｔ６０９において、第３
の指示情報は“Ｌ”である。タイミングｔ６０７、タイミングｔ６０８、およびタイミン
グｔ６０９において、０がカウント値に加算される。このとき、カウント値は、２である
。このとき、カウント値は、第１の所定値である３未満である。このため、タイミングｔ
６０７、タイミングｔ６０８、およびタイミングｔ６０９において、撮像同期信号は無効
である。
【０１５８】
　タイミングｔ６１０において、第３の指示情報は“Ｍ”である。タイミングｔ６１０に
おいて、１がカウント値に加算されることにより、カウント値は、３に変更される。この
とき、カウント値は、第１の所定値である３以上である。このため、タイミングｔ６１０
において、信号生成部１０４は、有効な撮像同期信号を生成する。タイミングｔ６１０に
おいて、カウント値は、基準値である０に変更される。
【０１５９】
　タイミングｔ６１１からタイミングｔ６１６までの期間における動作の詳細な説明を省
略する。タイミングｔ６１２およびタイミングｔ６１３において、撮像同期信号は有効で
ある。タイミングｔ６１１、タイミングｔ６１４、タイミングｔ６１５、およびタイミン
グｔ６１６において、撮像同期信号は無効である。
【０１６０】
　第３の指示情報の各状態に応じてカウント値に加算される値は、上記の値に限らない。
基準値および所定値は、上記の値に限らない。
【０１６１】
　情報生成部１０３による第３の指示情報の生成と同期して、第３の指示情報に応じた値
がカウント値から減算されてもよい。この場合、カウント値が第１の所定値以下になった
とき、信号生成部１０４は、撮像同期信号を生成する。
【０１６２】
　第１の実施形態の変形例において、第３の指示情報から撮像同期信号を生成する方法は
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、上記の方法に限らない。第１の実施形態の変形例において、第１の指示情報と第２の指
示情報との少なくとも１つは、３つ以上の値のいずれか１つを示せばよい。第３の指示情
報は、３つ以上の値のいずれか１つを示せばよい。
【０１６３】
　第１の実施形態の変形例において、指示情報の状態数が増えることにより、カプセル内
視鏡１１の動きに対してより忠実な撮像同期信号が生成される。
【０１６４】
　（第２の実施形態）
　図１５は、本発明の第２の実施形態のカプセル内視鏡システム１の構成を示している。
図１５に示すように、カプセル内視鏡システム１は、カプセル内視鏡１２と、無線通信装
置２０とを有する。
【０１６５】
　カプセル内視鏡１２の構成について、図１に示すカプセル内視鏡１０の構成と異なる点
を説明する。カプセル内視鏡１２は、第２の解析部１０２を有していない。カプセル内視
鏡１２は、無線通信装置２０と無線通信を行う第１の通信部１０８を有する。第１の通信
部１０８は、無線通信回路（無線通信機）である。第１の通信部１０８は、第２のデータ
である画像を無線通信装置２０に送信する。第１の通信部１０８は、第２の指示情報を無
線通信装置２０から受信する。第１の通信部１０８は、第２の指示情報を情報生成部１０
３に出力する。上記以外の点については、カプセル内視鏡１２の構成は、カプセル内視鏡
１０の構成と同様である。
【０１６６】
　無線通信装置２０は、第２の通信部２００と、第２の解析部２０１とを有する。第２の
通信部２００は、無線通信回路（無線通信機）である。第２の通信部２００は、カプセル
内視鏡１２と無線通信を行う。第２の通信部２００は、第２のデータである画像をカプセ
ル内視鏡１２から受信する。第２の通信部２００は、画像を第２の解析部２０１に出力す
る。第２の通信部２００は、第２の指示情報をカプセル内視鏡１２に送信する。
【０１６７】
　第２の解析部２０１（第２のアナライザ）は、１つまたは複数のプロセッサで構成され
ている。第２の解析部２０１は、第１の実施形態における第２の解析部１０２と同様の処
理を行う。第２の解析部２０１は、第２のデータを解析し、かつ解析結果を示す第２の指
示情報を生成する。第２の解析部２０１は、第２の指示情報を第２の通信部２００に出力
する。
【０１６８】
　情報生成部１０３と信号生成部１０４との動作は、第１の実施形態における動作と同様
である。カプセル内視鏡１２は、図１２に示すカウンタ１０７を有してもよい。
【０１６９】
　第２の実施形態のカプセル内視鏡１２において、情報生成部１０３は、第１の指示情報
および第２の指示情報に基づいて第３の指示情報を生成し、かつ信号生成部１０４は、第
３の指示情報に基づいて撮像同期信号を生成する。これによって、カプセル内視鏡１２は
、カプセル内視鏡１２が有する２つのセンサ、すなわちセンサ１００および撮像部１０５
で取得されたデータに基づいて撮像タイミングを高精度に決定することができる。
【０１７０】
　（第２の実施形態の変形例）
　図１６は、本発明の第２の実施形態の変形例のカプセル内視鏡システム２の構成を示し
ている。図１６に示すように、カプセル内視鏡システム２は、カプセル内視鏡１３と、無
線通信装置２１とを有する。
【０１７１】
　カプセル内視鏡１３の構成について、図１に示すカプセル内視鏡１０の構成と異なる点
を説明する。カプセル内視鏡１３は、第１の解析部１０１を有していない。カプセル内視
鏡１３は、無線通信装置２１と無線通信を行う第１の通信部１０８を有する。第１の通信
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部１０８は、第１のデータを無線通信装置２１に送信する。第１の通信部１０８は、第１
の指示情報を無線通信装置２１から受信する。第１の通信部１０８は、第１の指示情報を
情報生成部１０３に出力する。上記以外の点については、カプセル内視鏡１３の構成は、
カプセル内視鏡１０の構成と同様である。
【０１７２】
　無線通信装置２１の構成について、図１５に示す無線通信装置２０の構成と異なる点を
説明する。無線通信装置２１は、図１５に示す第２の解析部２０１に代えて第１の解析部
２０２を有する。第２の通信部２００は、第１のデータをカプセル内視鏡１３から受信す
る。第２の通信部２００は、第１のデータを第１の解析部２０２に出力する。第２の通信
部２００は、第２の指示情報をカプセル内視鏡１３に送信する。
【０１７３】
　第１の解析部２０２（第１のアナライザ）は、１つまたは複数のプロセッサで構成され
ている。第１の解析部２０２は、第１の実施形態における第１の解析部１０１と同様の処
理を行う。第１の解析部２０２は、第１のデータを解析し、かつ解析結果を示す第１の指
示情報を生成する。第１の解析部２０２は、第１の指示情報を第２の通信部２００に出力
する。上記以外の点については、無線通信装置２１の構成は、無線通信装置２０の構成と
同様である。
【０１７４】
　情報生成部１０３と信号生成部１０４との動作は、第１の実施形態における動作と同様
である。カプセル内視鏡１３は、図１２に示すカウンタ１０７を有してもよい。
【０１７５】
　カプセル内視鏡１３が第２の解析部１０２を有さず、かつ無線通信装置２１が第２の解
析部２０１をさらに有してもよい。この場合、第１の通信部１０８は、第１のデータおよ
び画像を無線通信装置２１に送信する。第１の通信部１０８は、第１の指示情報および第
２の指示情報を無線通信装置２１から受信する。第２の通信部２００は、第１のデータお
よび画像をカプセル内視鏡１３から受信する。第２の通信部２００は、第１の指示情報お
よび第２の指示情報をカプセル内視鏡１３に送信する。
【０１７６】
　本発明の各実施形態において、現在の第１および第２の指示情報のいずれか１つと、過
去の第１から第３の指示情報の少なくとも２つとに基づいて第３の指示情報が生成されて
もよい。現在の指示情報と過去の指示情報とに対応する第３の指示情報の状態は、各実施
形態に示す例に限らない。想定される動作等に応じて、生成される第３の指示情報の状態
は自由に変更できる。第３の指示情報の生成の際に参照される指示情報が生成された過去
の時点は、第３の指示情報が生成される予定の時点から第１の時間よりも長い時間だけ前
の時点であってもよい。
【０１７７】
　以上、本発明の好ましい実施形態を説明したが、本発明はこれら実施形態およびその変
形例に限定されることはない。本発明の趣旨を逸脱しない範囲で、構成の付加、省略、置
換、およびその他の変更が可能である。また、本発明は前述した説明によって限定される
ことはなく、添付のクレームの範囲によってのみ限定される。
【産業上の利用可能性】
【０１７８】
　本発明の各実施形態によれば、カプセル内視鏡は、カプセル内視鏡が有するセンサで取
得されたデータに基づいて撮像タイミングを高精度に決定することができる。
【符号の説明】
【０１７９】
　１，２　カプセル内視鏡システム
　１０，１１，１２，１３　カプセル内視鏡
　２０，２１　無線通信装置
　１００　センサ
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　１０１，２０２　第１の解析部
　１０２，２０１　第２の解析部
　１０３　情報生成部
　１０４　信号生成部
　１０５　撮像部
　１０６　メモリ
　１０７　カウンタ
　１０８　第１の通信部
　２００　第２の通信部

【図１】 【図２】

【図３】
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【図１１】
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